ピンクの白衣が看護師としての将来イメージングに及ぼす効果 by 石井 国雄 et al.
1 一橋大学 
2 長野県短期大学 
ピンクの白衣が看護師としての将来イメージングに及ぼす効果(1) 
石井 国雄・加藤 樹里 1・田戸岡 好香 2 
The Effect of Pink Uniform Color on Future Imaging among Female 
Student Nurses 
Kunio ISHII , Juri KATO 1 , and Yoshika TADO’OKA 2 
Abstract 
Responding to various social demands, variety of nurse uniforms have been created and worn. The present study 
examined the effects of pink nursing uniform on self-perception and work motivation among female student nurses. We 
hypothesized that female student nurses would perceive themselves more competent and increase work motivation in the 
pink condition. In the experiment, Japanese female student nurses imaged their future career as nurse, watching the 
illustration of nurse either in a pink coat or a blue coat. Then participants completed a self-rating scale and various nursing 
career assessment scales. Results showed that participants in the pink condition expressed stronger motivation to work as 
nursing jobs than female participants in the blue condition. We discussed the role of coat color on the feeling and career 
motivation for female nurses. 
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1. 問題
1.1 看護師のユニフォームの変容 
現代日本において、看護師のユニフォームにはさまざまなバリエーションが生まれてきている。伝
統的な看護師のスタイルは、純白のワンピースの白衣というものであった。現在では、ワンピースに
加え、ズボンの制服も取り入れられるなど、看護服のスタイルは多様化してきた。庄山・栃原・窪田・
青木（2011）は、こうしたユニフォームの変化の背景には、機能性の向上、男性看護師の増加、現代
ファッションスタイルの個性化、などといった要因があるとしている。
また、白衣の色も白だけでなく、ピンクや緑、青など様々な色のものや花柄やキャラクター柄など
が施されたものもある。伝統的な白衣は威圧感や恐怖感を増幅させるといった、いわゆる白衣高血圧
に関わる問題もあった（Pickering, James, Boddie, Harshfield, Blank, & Laragh, 1988）。こうした色合いや
柄の変化は、看護師の印象を和らげたり、親しみを持ってもらったりするということも目的とされて
いる。
1.2. 衣服による心理的影響 
このようにさまざまな社会的背景や要請から、看護師のユニフォームは多様化している。一方で、
こうしたユニフォームの変化は、看護師自身にどのような影響をもたらしているだろうか。衣服は自
己表現の重要な方法であり、その着用者に自己認知や行動などの変化をもたらす（Adam & Galinsky,
13
2012; Stone, 1962)。たとえば、Adam & Galinsky (2012)は，医療用白衣を着た場合には視覚探索課題に
おける注意力は増加することを示している。この変化は、白衣に込められた科学や医学の専門家とい
った含意が，着用によって活性化したため生じたと考えられる。このように衣服は着用している者の
自己認知や行動を変容させる可能性がある。同様に考えれば、ユニフォームの変化は看護師自身にお
ける自己認知や行動の変容など、様々な心理的変化を生じさせる可能性があるだろう。そこで本研究
は、職業上のユニフォームとしてイメージされやすいものの一つである女性の看護服に焦点を当て、
看護服（白衣）の色のバリエーションが女子看護学生のキャリア意識や自己認知の変容をもたらす可
能性について検討した。
1.3. 色がもたらす心理的影響 
先に触れたように，近年の白衣のバリエーションの一つとして，色の多様化がある．とくに、近年
の看護師の白衣にはピンクや水色など、柔らかい色が用いられることが多い。そこで本研究は、白衣
のバリエーションとして白衣の色を取り上げ、とくにピンクの効果を検討した。
白衣の色は、着用者にどのような影響を及ぼすだろうか。近年、社会的認知研究において色が及ぼ
す心理的影響が注目されている（for review see Elliot, Fairchild, & Franklin, 2015）。白は純潔の色、赤は
情熱の色といったように、色は心理的に関連した含意を持っている。社会的学習の結果として、色と
特定の概念との間には連合が形成され、その結果、色との接触によって対となる含意が活性化するよ
うになる。こうしたことから、色とイメージが記憶において深く関連づけられていれば、色との接触
によって、認知や行動への影響が生じると考えられる。たとえば、先行研究では黒色に非道徳，白色
に道徳的という含意があることから，白や黒の衣服の着用が着用者の自己認知に及ぼす影響が検討さ
れている。上林・田戸岡・石井・村田（2016）は、白色または黒色を着用した後の自己認知を調べた
ところ、白服着用者の方が黒服着用者より、自己を道徳的に捉えていた。また、プロスポーツにおい
て、黒色のユニフォームを着ているチームは、そうでないチームと比べて攻撃的となることが示され
ている（Frank & Gilovich, 1988）。 
こうしたように着色された衣服の着用は着用者の認知や行動に影響を及ぼす可能性がある。それで
はピンクの衣服の着用はどうだろうか。ピンクは、かわいらしく、やさしい印象が一般に持たれてい
るが（日本色彩学会, 2011）、伝統的にジェンダーと関わりがある。現代社会において、「ピンクは女の
子の色、青は男の子の色」というステレオタイプがもたれている（Paoletti, 2012）。看護師は伝統的に
女性と関わりの強い職業であるため、女性らしい色とされるピンク（Clarke & Costall, 2008）はそのユ
ニフォームとして用いられやすいのかもしれない。
こうした観点からすると、ピンク色との接触は、女性に関するステレオタイプを活性化させると考
えられる。石井・沼崎・田戸岡 (2014)は、総合大学の男性大学生にピンクまたは青の白衣を着用させ、
ジェンダーに関する自己概念がどのように変容するかを検討した。その結果、男性参加者におけるピ
ンクの白衣の着用は、伝統的な女性的概念である共同的特性（e.g., あたたかい、やさしい）と自己を
結び付ける自己認知の変化を生じさせていた。また、ピンクを着用した条件では、非伝統的な性役割
態度も生じていた。このように、ピンクの白衣は着衣者に女性的な自己認知を生じさせ、女性らしい
意識や行動の変容をもたらすことが考えられる。
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1.4. ピンクの白衣は女性看護師にどのような心理的影響を与えるか 
以上のように、ピンクの白衣を着用することで女性的な自己認知や行動が喚起されると予測される
が、着用者である看護師に対して具体的にどのような影響をもたらすのであろうか。この点を考える
ことは、女性看護師にとっての、女性的な自己認知や女性的な意識や行動とは何なのかを明らかにす
る上で重要だろう。ここでは、一つ目の可能性として、伝統的なジェンダー・ステレオタイプの影響
と、二つ目の可能性として、看護師が歴史的に女性優位であったことによる影響の二つを想定した。
伝統的な女性らしさに関わるステレオタイプとして、「人柄はあたたかいが、能力が低い」という
イメージがある（Glick & Fiske, 2001）。また、伝統的性役割観として「女性は家庭、男性は仕事」と
いったステレオタイプが存在する（Eagly, 1987）。こうしたステレオタイプは、伝統的に男性が主であ
る仕事領域に女性は向かないのだという考えに結びつき、女性キャリアの動機づけや自尊心を低める
原因になるとされている（Murphy, Steele, & Gross, 2007）。こうした観点からすると、ピンクの白衣の
着用は、自分は「人柄はあたたかいが、能力が低い」という自己認知や、「女性は家庭、男性は仕事」
といった考え方を生じさせ、仕事のための動機づけを下げる可能性がある。
その一方で、看護師が伝統的に女性に関わる専門的職業であることから、別の可能性も考えられる。
これまでの話は、理工学領域（いわゆる，STEM 領域）のように、伝統的に男性が主となり、女性が
マイノリティである領域でとくに問題となると考えられる。しかし、看護師は歴史的に職業婦人の典
型職であり、男女比としても女性が 93.2％と圧倒的にマジョリティである（厚生労働省, 2014）。こう
した領域での女性らしさは、むしろマジョリティであることを想起させ、仕事のための動機づけを上
げるかもしれない。実際、石井・加藤・田戸岡・松崎（2016）は、看護学生にピンク色の腕カバーを
着用させた後に、自己認知や看護師としてのキャリア意識を尋ねたところ、自分をより有能である評
定し、キャリア意識が強くなる傾向が見られていた。
2. 目的と仮説
以上のことから、本研究は看護学生を対象として、ピンクの白衣が自己認知と看護師としてのキャ
リア意識に及ぼす影響を検討した。本研究は、実際の着衣ではなく、白衣の視覚的なプライミング方
法をとった。具体的には、ピンクに彩色された白衣を着用した看護師のイラストを呈示し、それを自
分だと思いながら看護師としてのキャリアについてイメージしてもらった。その点で、本研究は、将
来の看護師キャリアのイメージする際の、ピンクの白衣のプライミングが、自己認知とキャリア意識
に及ぼす影響を検討したといえる。
ピンクの対称色としては、男性と関連のある色である青を用いた。なお、色の印象は輝度によって
も異なることが想定されたため、ピンク・青ともに明るめな配色とした。そのため、青色はカラーパ
レット上では水色となっている。ただし、以後の議論としては青色と記述を統一した。このとき、こ
のイメージ課題における想像しやすさも結果に影響することが想定されたため、あわせて、想像しや
すさも測定することで調整効果を検討した。
従属変数としては、キャリア意識と自己認知を取り上げた。まず、自己認知については、ジェンダ
ー・ステレオタイプに関連する人柄と有能さを測定した。また、女性らしさについての自己認知につ
いても測定した。キャリア意識については、看護師としての動機づけに関わる部分として「働き方（e.g., 
キャリアアップしたいか、私生活を優先したいか、医師との対等の関係を望むか）」の要因と、看護師
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として求められるスキルとしての「職能（質の高い看護の実践と追求、対人関係の形成と調整、自己
能力の開発）」の要因という、看護師としてのキャリアに関する側面を取り上げて検討した。
本研究は以下のような Aと Bの 2つの可能性を想定した。 
仮説 A）A-1 ピンク条件の方が青条件より「人柄はあたたかいが、能力が低い」という自己認知
が強いだろう。
A-2 ピンク条件の方が青条件より、看護師としてのキャリア意識が弱まるだろう。
仮説 B）B-1 ピンク条件の方が青条件より「能力が高い」という自己認知が強いだろう。 
B-2 ピンク条件の方が青条件より、看護師としてのキャリア意識が強まるだろう。
3. 方法
3.1. 実験参加者 
神奈川県内の看護学校の 1年次生 71名（女性 69名、男性 2名）を参加者として実施した。参加者
は、ピンク条件と青条件のいずれかにランダムに割り当てられた。男性 2名のデータおよび、回答の
欠損のあった 2名のデータは分析から除外した。最終的な分析対象者は 67名であった（年齢M=19.04、
SD=3.22)。 
3.2. 手続き 
本実験は、看護学校における情報系の授業の一環として、卒業後の働き方に関する意識調査という
名目で、教室にて一斉に実施した。質問紙は、ピンク条件と青条件、男性用と女性用を組み合わせた
4 種類を用意した。ピンク条件と青条件の質問紙のいずれかについては、ランダムに配布した。質問
紙の表紙には実験目的と実験に関する諸注意が記載されており、実験者が最初にその内容を読み上げ
ながら説明を行った。その際、実験は無記名で行われ、個人の回答が第三者に知られることがないこ
とを説明した。説明後、性別と年齢を質問紙表紙の該当欄に記入してもらい、実験に移行した。
3.2.1. 将来の働き方のイメージ課題：色の操作 
まず、参加者は、看護師として働いているイメージを回答する課題に取り組んだ。質問紙の 2ペー
ジ目は、看護師のカラーイラストが描いてあった。看護師のイラストは男性参加者には男性看護師の
イラスト、女性参加者には女性看護師のイラストを呈示した。なお、看護師の衣服の色にはピンクと
青の 2種類があり、いずれの種類の質問紙に回答するかによって色の操作を行った。ピンク条件では
ピンク色の衣服の看護師のイラスト、青条件では青色の衣服の看護師のイラストがそれぞれ描かれて
いた（Figure 1）。  
参加者には、「あなたは卒業後、どのような看護師になり、どのように働いていくと思いますか。
まずは、左のイラストを自分だと思って、あなたが実際に看護師として働いている状況をイメージし
てください。」と教示した。そのようにイメージを思い浮かべたうえで、将来目指したい看護師のイメ
ージはどのようなものかについて、5 つの設問に記述してもらった。設問内容は、仕事への取り組み
方・姿勢、患者さんに対する接し方、周囲の同僚との付き合い方、医師との付き合い方、私生活と仕
事のバランスをどのようにしたいか、であり、回答欄に自由に記入してもらった。
これらの回答時間は 4分とし、時間内はこの課題に取り組み続けるようにしてもらった。 
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 Figure 1. Illustrations of female nurse used in the image task (left: pink condition; right: blue condition). 
 
3.2.2. 質問紙の構成 
イメージ課題が終了後、次のページからの質問項目に回答してもらった。質問項目には、看護師キ
ャリア意識に関する質問群、働き方に関する SD項目、看護師の職務キャリア尺度（石井他, 2005）、
自己認知に関する項目、イメージの想像しやすさの項目、看護師の白衣の色に関する項目があった。 
 
3.2.3. 看護師としての働き方に関する項目 
看護師キャリア意識 看護師としてのキャリア意識について尋ねるため、「卒業後に、看護師にな
ったとき、どのように働きたいですか」という教示文のもと、「私生活と仕事を両立したい」、「看護職
として出世したい」、「看護職としてずっと働き続けたい」、「仕事が楽な職場につきたい（R）」、「私生
活（育児、家事等）を優先させたい（R）」、「看護師の仕事を優先させたい」、「看護職としてずっと働
き続けたい」といった独自に作成した 7項目に対して、7件法で回答してもらった（1：全くあてはま
らない―7：非常にあてはまる）。主成分分析の結果、「私生活と仕事を両立したい」を除いた 6項目が
第一主成分としてまとまったため、6項目の合算平均値をキャリア意識得点とした（α=.74）。 
看護師としての働き方 看護師として将来の自分が望む働き方について尋ねるため、独自に作成し
た。SD 法形式で対立する考え方を両極に呈示し、どちらの極の考え方に近いかを 6 件法で回答して
もらった。項目には、キャリアアップ意識に関する 3項目（「医師の意見と自分の意見が異なるときに
は、自分の意見を医師に伝えたい― 異論があっても医師の意見には口を挟みたくない」、「キャリアア
ップしたい― 責任ある仕事はしたくない」、「管理職になりたい― 管理職になりたくない」、α=.75）
と、サポート役意識に関する 2項目（「医師のサポートに徹したい― 医師と対等な関係でありたい」、
「医師の指示に従いたい― 自分の判断で重要な看護の決定をしたい」、r=.51）があった。それぞれ、
主成分分析により、まとまりが見られたため合算平均値を算出した。 
医師との対等関係 自分が働くときの看護師と医師との関係のあり方について尋ねるため、独自に
9項目を作成した（「看護師は、医師の指示や方針に疑問を持ったときには、自分の意見を述べるべき
だ」、「看護師は、医師の指示が患者にとって適切ではないと感じたときには、医師に言うべきだ」、「医
師は、もっと看護職からの意見を求めるべきだ」、「看護師は、医師の補助者ではなく、協働者または
同僚とみなされるべきだ」、「看護師が重視すべきことは、医師の指示を忠実に実行することだ」、「看
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護師には、患者のケアを実施してもよいかを判断する権限が与えられるべきだ」、「医師は、看護職を
専門職として扱うべきだ」、「医師の指示がなくても、看護職の判断で行えることがもっとあるべきだ」、
「看護師は、医師と同じ地位を持つものとして扱われるべきだ」）。これらの項目に 4件法で回答して
もらった（1：ぜんぜんそう思わない―4：全くその通りだと思う）。主成分分析の結果、「看護師が重
視すべきことは、医師の指示を忠実に実行することだ」を除いた 8項目が第一主成分としてまとまっ
たため、8項目の合算平均値を医師との対等関係得点とした（α=.76）。 
 
3.2.4. 看護師としての職能に関する項目 
看護師の職務キャリア尺度（石井ら, 2005）のうち、質の高い看護の実践と追求（「患者や家族の状
況に応じた適切な看護が出来る」など 17項目、α=.85）、対人関係の形成と調整（「スタッフの能力を
引き出すことが出来る」など 12項目、α=.81）、自己能力の開発（「自己の専門分野が明確である」な
ど７項目、α=.81）の合計 36 項目に 5 件法（1：重要でない―5：重要である）で回答してもらった。
それぞれ合算平均値を尺度得点とした。 
 
3.2.5. 自己認知に関する項目 
自己認知について、人柄（親しみにくい（R）、冷たい（R）、外向的な、親しみやすい、内向的な（R）、
人付き合いの良い、温かい、親切な、不親切な（R）、協調的な、10項目、α=.86）、有能さ（有能な、
愚劣な（R）、知的な、社会的地位が高い、学力がない（R）、学力のある、競争的な、無能な（R）、優
秀な、愚かな（R）、10項目、α=.64）、女性性（女性的な、男性的な、2項目、r=-.18）に関連した単
語を呈示し、各特性が自分にどの程度当てはまるかを、7件法で回答してもらった（1：まったく当て
はまらない―7：非常に当てはまる）。人柄と有能さに関する項目は合算平均値を算出し、女性性に関
する項目については女性的から男性的の得点を減算し、それぞれ尺度得点とした。 
 
3.2.6. イメージ課題の想像しやすさに関する項目 
イメージ課題の想像しやすさについて尋ねるため、「うまく将来の自分の姿を想像することができ
た」、「将来自分が働いている姿が思い浮かばなかった（R）」の 2項目に、5件法で回答してもらった
（1：あてはまらない―5：あてはまる）。 
 
3.2.7. 看護師の白衣の色に関する項目 
白、水色、青、ピンク、緑、黄色の 6項目を呈示し、それぞれが看護師の白衣の色にどの程度ふさ
わしいかを 7件法で回答してもらった（1：まったくふさわしくない―7：非常にふさわしい）。 
 
3.2.8. ディブリーフィング 
すべての回答が終了した後、研究の概要についての説明を行った。説明終了後、許可の得られた参
加者の質問紙のみを回収した。 
 
4. 結果 
4.1. 将来の想像しやすさ 
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「うまく将来の自分の姿を想像することができた」、「将来自分が働いている姿が思い浮かばなかっ
た（R）」の 2項目について、高い相関が得られた（r= -.63, p<.001）。そのため、得点が高いほど想像
しやすかったことを示すように合算平均を算出した（M=3.42, SD=0.88）。合算平均を従属変数とした、
色条件（ピンク vs.青; 参加者間）の 1要因 2水準の ANOVAを行ったが、有意な差は見られなかった
（t(66)=0.64, ns）。そのため、この想像しやすさ得点を z得点化し、以後の分析で用いることとした。 
 
4.2. 看護師としての希望する働き方 
看護師キャリア意識、キャリアアップ意識、サポート役意識、医師との対等関係といった、看護師
としての希望する働き方に関連する 4変数を従属変数、想像しやすさ、色条件、交互作用項を投入し
た、一般線形モデルによる多変量分析を行った。まず、多変量検定内の分散共分散行列の等質性を確
認するために、Boxの M検定を行ったところ、有意でなく（p=.12）、グループ間の共分散行列に等質
性を仮定した。次に、多変量検定の結果、想像しやすさの主効果が有意となり（F (4, 60)=4.84, p<.01）、
条件の主効果（F (4, 60)=1.57, ns）、交互作用は有意ではなかった（F (4, 60)=0.32, ns）。そのため、想像
しやすさについて、各変数に対する一変量分析の結果を参照していくこととした。Table 1には各統計
量を示した。 
 
Table 1 キャリア意識に対する想像しやすさと色条件による効果 
  全体 想像しやすさ 色条件 交互作用 
 
M SD 
低群 
（-1σ） 
高群 
（+1σ） 
F 
 
ピンク 青 F 
 
F 
 
看護師キャリア意識 4.35 0.91 3.93 4.77 16.48 ** 4.40 4.32 0.14 
 
1.79 
 
キャリアアップ意識 4.06 1.03 3.93 4.77 7.00 * 3.88 4.23 2.09 
 
0.46 
 
サポート役意識 3.73 0.99 3.97 3.49 3.87 † 3.59 3.85 1.16 
 
0.30 
 
医師との対等関係 2.93 0.39 2.83 3.03 4.28 * 2.98 2.88 1.08 
 
0.14 
 
多変量検定     4.84 **   1.57 ns 0.32 ns 
 
想像しやすさについては、看護師キャリア意識（F (1, 63)=16.48, p<.001）、キャリアアップ意識（F (1, 
63)=7.00, p<.05）、サポート役意識（F (1, 63)=3.87, p<.10）、医師との対等関係（F (1, 63)=4.28, p<.05）
のすべてに対する効果が見られた。Table 1にあるように、サポート役意識のみ想像しやすさ高群の方
が想像しやすさ低群より得点が低く、それ以外の変数については想像しやすさ高群の方が想像しやす
さ低群よりも得点が高まる傾向であった。このことから、自分の看護師としての将来を想像しやすか
った者において、看護師としてのキャリア意識が高まっており、医師のサポート役としてではなく、
医師と対等で主体的な役割として働きたいと考えていることがわかった。 
 
4.3. 看護師としての職能：看護師の職務キャリア尺度 
看護師としての職能に対する影響を調べるため、看護師の職務キャリア尺度の下位尺度 3因子（質
の高い看護の実践と追求、対人関係の形成と調整、自己能力の開発）を従属変数、想像しやすさ、色
条件、交互作用項を投入した、一般線形モデルによる多変量分析を行った。まず、Boxの M検定を行
ったところ、有意でなく（p=.79）、グループ間の共分散行列に等質性を仮定した。次に、多変量検定
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の結果、想像しやすさ（F (3, 61)=1.46, ns）、条件は有意ではなかったが（F (3, 61)=1.84, ns）、交互作用
は有意に近かった（F (3, 61)=2.50, p<.10）。そのため、交互作用について、各変数に対する一変量分析
の結果を参照していくこととした。Table 2には各統計量を示した。  
 
Table 2 看護師としての職能に対する想像しやすさと色条件による効果 
  全体 想像しやすさ 色条件 交互作用 
 
M SD 
低群 
（-1σ） 
高群 
（+1σ） 
F 
 
ピンク 青 F 
 
F 
 
質の高い看護の実践と追求 4.56 0.33 4.51 4.62 2.00 
 
4.58 4.54 0.22 
 
3.74 † 
対人関係の形成と調整 4.44 0.40 4.36 4.53 3.15 † 4.55 4.36 4.03 * 0.82 
 
自己能力の開発 3.41 0.63 3.28 3.57 3.61 † 3.51 3.35 1.12 
 
6.48 * 
多変量検定     1.46 ns   1.84 ns 2.50 † 
 
交互作用については、質の高い看護の実践と追求（F (1, 63)=3.74, p<.10）、自己能力の開発（F (1, 
63)=6.48, p<.05）に対する効果が見られた。そこで、それぞれの変数に対する交互作用を検討するため
に、Figure 2には質の高い看護の実践と追求、Figure 3には自己能力の開発について、想像しやすさの
低群（-1σ）と高群（+1σ）における色条件の推計値をプロットした。そして、低群と高群の各地点
において、色条件による差がみられるかを Bonferroniの比較によって検定した。 
質の高い看護の実践と追求について（Figure 2）、想像しやすさ低群においてはピンク条件（M=4.45）
と青条件（M=4.56）による差が見られなかったが（ns）、想像しやすさ高群ではピンク条件（M=4.71）
の方が青条件（M=4.52）より得点が高まる傾向にあった（p<.10）。また、色条件ごとに見ると、ピン
ク条件においては想像しやすさが高まるほど得点が高まる傾向にあったが（p<.05）、青条件において
はそのような傾向は見られなかった（ns）。 
 
Figure 2. Pursuit for good nursing practice as a function of color and ease of imagination. 
 
自己能力の開発について（Figure 3）、想像しやすさ低群においてはピンク条件（M=3.17）と青条件
（M=3.40）の差が見られなかったが（ns）、想像しやすさ高群ではピンク条件（M=3.83）の方が青条
件（M=3.30）より得点が高まっていた（p<.05）。また、色条件ごとに見ると、ピンク条件においては
想像しやすさが高まるほど得点が高まる傾向にあったが（p<.10）、青条件においてはそのような傾向
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は見られなかった（ns）。 
 
Figure 3. Ratings of developing self-ability as a function of color and ease of imagination. 
 
なお、多変量検定では色条件の効果は有意とならなかったものの、一変量検定においては、対人関
係の形成と調整（F (1, 63)=4.03, p<.05）に色条件の主効果が見られていた。対人関係の形成と調整は
ピンク条件（M=3.51）の方が青条件（M=3.35）よりも得点が高かった。 
 
4.4. 自己認知 
自己認知に対する影響を調べるため、看護師の職務キャリア尺度の下位尺度 3因子（人柄、有能さ、
女性性）を従属変数、想像しやすさ、色条件、交互作用項を投入した、一般線形モデルによる多変量
分析を行った。まず、Boxの M検定を行ったところ、有意でなく（p=.63）、グループ間の共分散行列
に等質性を仮定した。次に、多変量検定の結果、想像しやすさ（F (3, 61)=0.97, ns）、条件（F (3, 61)=1.01, 
ns）、交互作用のいずれも有意ではなかった（F (3, 61)=2.08, p=.11）。Table 3には各統計量を示した。  
 
Table 3 自己認知に対する想像しやすさと条件による効果 
  全体 想像しやすさ 色条件 交互作用 
 
M SD 
低群 
（-1σ） 
高群 
（+1σ） 
F 
 
ピンク 青 F 
 
F 
 
人柄 4.64 0.87 4.47 4.77 2.10  4.50 4.75 1.47 
 
3.99 † 
有能さ 3.81 0.60 3.72 3.89 1.23 
 
3.82 3.80 0.02 
 
1.33 
 
女性性 0.30 1.83 0.33 0.27 0.02 
 
0.01 0.58 1.68 
 
0.69 
 
多変量検定   
  
0.97 ns 
  
1.01 ns 2.08 ns 
 
多変量検定では色条件の効果は有意とならなかったものの、一変量検定においては、人柄において
交互作用が有意傾向となっていた（F (1, 63)=3.99, p<.10; Figure 4）。全体的には想像しやすさ低群
（M=4.30）よりも高群（M=4.63）の方が得点が高い傾向にあったが、この効果は色条件によって調整
され、想像しやすさ低群においてはピンク条件（M=4.56）と青条件（M=4.39）による差が見られなか
ったが（ns）、想像しやすさ高群ではピンク条件（M=4.45）よりも青条件（M=5.10）の方が人柄がよ
いという自己認知が高まる傾向にあった（p<.05）。また、色条件ごとに見ると、ピンク条件において
は想像しやすさによる影響は見られなかったが（ns）、青条件は想像しやすさが高まるほど人柄がよい
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という自己認知が高まる傾向にあった（p<.05）。 
 
Figure 4. Self-ratings of warm traits as a function of color and ease of imagination. 
 
4.5. 看護師の服の色に対する意識 
看護師の白衣にふさわしい色に関する質問の評定値について、色の種類（白、水色、青、ピンク、
緑、黄色：参加者内）を反復要因とし分散分析を行った（Table 4）。すると、色の種類の主効果が得ら
れた（F (1, 66)=60.62, p<.001）。そこで Bonferroniの方法を用いて多重比較を行ったところ、白はその
ほかのいずれの色よりも有意に評定が高かった（all ps>.001）。次いで、水色とピンク色は、青、緑、
黄色よりも評定が高かった（all ps>.001）。青、緑、黄色の間での差異は見られなかった（ns）。 
 
Table 4. Ratings for suitable colors for nurse coats. 
White Light blue Blue Pink Green Yellow 
6.28 5.57 4.09 5.37 3.99 3.73 
 
5. 考察 
本研究は、女性の看護学生を対象として、将来の看護師キャリアのイメージの際における、ピンク
の白衣のプライミングが、自己認知とキャリア意識に及ぼす影響を検討した。実験の結果、ピンクに
よる影響が見られたのは看護師としての職能についての項目であった。ピンクの白衣を見て将来をイ
メージした場合、想像しやすかった者においては、看護師の職能として、「質の高い看護の実践と追求」
および「対人関係の形成と調整」が重要と感じるようになっていた。看護師にとって求められる職能
について、自分にとっての重要度を高めたということは、看護師としての自己意識を高めたと解釈す
ることもできるだろう。こうしたことから、イメージのしやすかった者に限定されるものの、ピンク
の白衣は女性の看護学生にとってキャリア意識を高めることに寄与することが示唆される結果となっ
た。一方で、キャリア意識において、キャリアアップしたいか、医師との対等の関係を望むかといっ
た「働き方」については色の影響が見られなかった。むしろ、こうした働き方については、想像しや
すさによる効果が大きかった。働き方をどう考えるかについては、もともとキャリアについて頻繁に
考えていたかなど、個人内の要因が強く関わっているかもしれない。そのため、イメージを喚起する
ためのイラストの色といった外的要因には影響を受けにくいのかもしれない。あわせて、本研究では
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看護師として働きたいかどうかといったことや、看護職としてのアイデンティティに対する効果も測
定していない。これらを含めて、白衣の色がどのようなキャリア意識に影響を及ぼすかについては、
精緻に検討していく必要があるだろう。 
本研究では明確な効果ではなかったものの、自己認知については、青条件のイメージのしやすかっ
た者において、より人柄がよいという評定が強くなされていた。このことはどのように解釈できるだ
ろうか。青は青空や安全な水といった安心の象徴と関わる色とされており、進化的にポジティブなシ
グナルを示す色であるとされる（Gage, 1999）。一つの可能性として、看護師は安全が重要視される職
業であるため、青色が看護師のポジティブさを際立たせたのかもしれない。本研究で用いた青は水色
に近い色であったが、看護師の服としてふさわしい白衣の色としても評定されており、青のもたらす
効果についても検討していく必要があるだろう。 
本研究の結果は、ピンクの着衣が「人柄はあたたかいが能力は低い」という伝統的女性ステレオタ
イプを活性化するという先行研究の結果と異なる一方で（石井ら, 2014; 田戸岡・石井・沼崎, 2014）、
看護学生のキャリア意識を高めるという結果と一致している（石井ら, 2016）。これらから、着衣によ
る効果は一義的ではなく、プライミング効果と同様（Wittenbrink, Judd, & Park, 2001）に、着衣する者
の置かれた状況に合わせて変容する可能性が示唆される。ある状況ではピンクは伝統的な女性らしさ
を喚起することが考えられるが、別な状況では働く女性らしさを喚起するかもしれない。実際、色の
解釈は多義的であり、先行研究においてもその効果の違いは確かめられていることから（Elliot & Maier, 
2012）、着衣認知における色の効果はその時の状況と絡めて検討する必要があるだろう。 
本研究の限界として、伝統的な「白」の白衣との違いを検討しなかったことがある。白衣の変化が
従来の看護師の心理にどのように変化をもたらしたかという観点からすると、今後の研究では検討す
べき点であるだろう。この観点において、白衣の色として白が依然としてもっともふさわしいと看護
学生から考えられていることは考慮すべきかもしれない。もし、看護師の白衣としてふさわしくない
と思う色などに変化したのであれば、それを着用する看護師において労働意欲や働くイメージの減退
につながるかもしれない。白衣の変化は社会的要請でもあるが、一方で、看護師自身が望む白衣の色
や形状を考えていくことも、重要なことであろう。 
本研究においては、女性看護学生が将来の看護師キャリアのイメージを行う際における、白衣の色
のプライミングの効果を検討した。その結果、ピンクの白衣を着た看護師を呈示することは看護師と
してのキャリア意識を促進する可能性が示唆された。今日、学生の職業キャリア教育において、キャ
リアイメージを明確化することの重要性が叫ばれているが、女性看護学生に明確なキャリアイメージ
を持たせるという観点で、ピンクの白衣を着た看護師を呈示することはその促進のために効果的と考
えられる。一方で、実際に異なる色の白衣を着用したときにどのような意識の変化が生じるかについ
ては明確な結果を示せていない。そのため、今後は白衣を実際に着用する条件を設けることによって、
白衣の色が着用者にどのような影響をもたらすのか検証する必要があるだろう。 
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